
日本農芸化学会中部支部第149回例会

公開シンポジウム
「食品の安全性とリスクアナリシス」 山田友紀子（農水省・消費安全局）
「食の安全を揺るがせたBSE問題とその後」 石黒直隆（岐阜大・応生・獣医）
「食品の放射線照射の現状と課題」 林 徹（農研機構・食総研）

主催：日本農芸化学会中部支部
共催：岐阜大学，応用生物科学部，食品生命科学課程

世話人・問合せ先： 〒 501-1193 岐阜市柳戸1－1
早川享志（岐阜大学応用生物科学部食品生命科学課程）
Tel：058－293－2929，E-mail：hayakawa@gifu-u.ac.jp

中部支部問合せ先：〒464-8601 名古屋市千種区不老町
中部支部庶務幹事 小田裕昭（名古屋大学院生命農学研究科）
Tel：052-789-4124，E-mail：hirooda@agr.nagoya-u.ac.jp

アクセス方法
JR岐阜駅・名鉄新岐阜駅から、岐阜バスで岐阜大学または岐阜大学病院
行き（忠節橋経由）または，（り）岐阜大学病院行き（長良橋経由）に乗車，
岐阜大学下車（約30分、310円）

最新情報は，日本農芸化学会中部支部ホームページをご覧ください。
URL：http://www.agr.nagoya-u.ac.jp/~jsbba/
（岐阜大学応用生物科学部ホームページ上でも案内予定）

日時：平成１９年６月２３日（土）１３：００より
会場：岐阜大学応用生物科学部101大講義室
プログラム
13：00 総会
13：25 受賞講演

平成１９年度日本農芸化学会技術賞
「食酢の健康機能とおいしさの解明に基づく新飲用黒酢の開発」

大島芳文、多山賢二、赤野裕文、○岸 幹也
（株・ミツカングループ本社）

13：55 シンポジウム
17：10 懇親会 （参加費無料）

公開シンポジウム
「食品の安全に寄与する科学者たち：
日本における食の現状と対応 」

101講義室（応用生物科学部）

岐阜大学
バス停


